
主　な　内　容
提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

　中町通りに面した金刀比羅神社は、か
つては「笠間の稲荷か、石岡の金刀比羅
さまか」と謳

うた

われたほど賑わいをみせた
神社です。
　平成12年2月1日に、本殿・拝殿・
神楽殿が消失。その後、平成17年7月
末に建物の建設を開始し、約2年の歳
月を経て9月末に完成しました。

● 平成19年度後期　　　　　　　　 　 P 4
　  いきいきのびのび生涯学習情報

● 芸術の秋への誘い 　　　　　　　　 　  P17

● 広報「いしおか」広告募集します　　　  P24

　 市 の 人 口 と 世 帯　　82,365 人 ( 前 月 比 ▲ 20)  男 40,822 人　 女 41,543 人　 世 帯 数 28,582 世 帯　9 月 1 日 現 在

金
こ ん ぴ ら じ ん じ ゃ

刀比羅神社

（国府六）
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● 都市計画の見直し　　　　　　　　 　 P 3
　 〜公聴会で皆さまの意見をお聴かせください〜

● 城南中学校バドミントン部　　　　 　  P 2
　 女子ダブルス全国大会第2位
　 男子ダブルス関東大会第3位



　

城
南
中
学
校
の
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

が
、
全
国
・
関
東
大
会
で
、
す
ば
ら

し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
か
ら
23
日
に
か
け
、
福

島
県
の
須
賀
川
市
で
行
わ
れ
た
全
国

中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
、
城

南
中
学
校
３
年
の
高
栖
菜
摘
さ
ん
と

七
谷
真
穂
さ
ん
が
女
子
ダ
ブ
ル
ス

に
、
浅
野
敦
史
さ
ん
と
森
滉
一
郎
さ

ん
が
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
ま
し

た
。
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
二
人
は
、
茨

城
県
の
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
関

東
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
第

１
位
に
な
り
、
全
国
大
会
に
出
場
し

て
、
見
事
第
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

準
決
勝
ま
で
は
２-

０
と
い
う
圧

倒
的
な
強
さ
で
勝
利
し
ま
し
た
。
決

勝
戦
で
は
宮
城
県
の
聖
ウ
ル
ス
ラ
中

学
校
と
対
戦
し
、１
ゲ
ー
ム
・
２
ゲ
ー

ム
目
と
も
僅
差
で
惜
し
く
も
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
全
国

第
２
位
と
い
う
結
果
に
満
足
し
た
様

子
で
し
た
。

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
は
、
１
回
戦
で
福

島
の
富
岡
第
一
中
学
校
と
対
戦
し
ま

し
た
が
惜
し
く
も
敗
戦
、
し
か
し
、

関
東
大
会
で
第
３
位
と
い
う
好
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
楽
し
み

で
す
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
全
国
大
会
第
２
位

男
子
ダ
ブ
ル
ス
関
東
大
会
第
３
位

　

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
、
市
内
の
中

学
生
が
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
部
で
城
南
中
学
校
の
高
栖
・
七
谷
ペ
ア
は
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
で
第
２
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

茨
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
結
果

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
◎

男
子
団
体

第
３
位　

城
南
中
学
校

第
３
位　

石
岡
中
学
校

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位　

仲
田　

圭
佑

　
　
　
　
（
城
南
中
３
年
）

第
２
位　

野
口　

健
人

　
　
　
　
（
城
南
中
３
年
）

第
３
位　

川
村　

佳
弘

　
　
　
　
（
石
岡
中
２
年
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
２
位　

浅
野　

敦
史

　
　
　
　

森　

滉
一
郎

　
　
　
　
（
城
南
中
３
年
）

女
子
団
体

優　

勝　

城
南
中
学
校

準
優
勝　

石
岡
中
学
校

第
３
位　

国
府
中
学
校

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位　

水
谷　

愛
美

　
　
　
　
（
城
南
中
３
年
）

第
２
位　

根
本　

眞
衣

　
　
　
　
（
石
岡
中
３
年
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位　

高
栖　

菜
摘

　
　
　
　

七
谷　

真
穂

　
　
　
　
（
城
南
中
３
年
）

第
２
位　

仲
内　

 

彩　
　
　

　
　
　
　

山
本　

愛
美

　
　
　
　
（
城
南
中
３
年
）

第
３
位　

山
本　

 

萌  

　
　
　
　

岡
田　

紗
季

　
　
　
　
（
城
南
中
１
年
）

◎
柔
道
の
部
◎

男
子
90
㎏
超
級

第
３
位　

内
田　

一
希

　
　
　
　
（
府
中
中
３
年
）

◎
水
泳
の
部
◎

標
準
記
録
突
破

男
子
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

男
子
４
０
０
Ｍ
自
由
形

　
　
　
　

青
木　

拓
人

　
　
　
　
（
石
岡
中
２
年
）

男
子
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

男
子
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　
　

島
田　

拓
夢

　
　
　
　
（
国
府
中
１
年
）　

女
子
１
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　

佐
藤　

彩
音

　
　
　
　
（
府
中
中
１
年
）

◎
新
体
操
の
部
◎

女
子
団
体

第
３
位　

府
中
中
学
校

み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！　
　
　
　
　
　
　

城
南
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

▲高栖・七谷ペア

▲

浅野・森ペア
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都
市
計
画
の
見
直
し

〜 
公
聴
会
で
皆
さ
ま
の

       
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い 

〜

　

こ
の
度
、
都
市
計
画
の
変
更
を
予

定
し
て
い
る
駅
東
地
域
は
、
幹
線
道

路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、
地
区

内
の
道
路
網
も
形
成
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
低
未
利
用
地
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
居
住
環
境

や
防
災
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
地
域
で
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
消
に
向

け
て
、
都
市
計
画
道
路 

駅
前
・
東

ノ
辻
線
の
整
備
に
よ
り
、
地
区
内
の

骨
格
と
な
る
道
路
を
形
成
し
、
併
せ

て
土
地
利
用
の
誘
導
を
図
る
た
め
、

今
回
、
当
地
域
の
都
市
計
画
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
駅
前
・
東
ノ
辻
線
は
、

来
年
度
か
ら
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
事
業
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
都
市
計
画
道
路
、
用
途

地
域
お
よ
び
特
別
用
途
地
区
の
都
市

計
画
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

本
案
に
対
す
る
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、
公
述
申
出
人
が
多
数
の
場

合
は
、
意
見
内
容
を
考
慮
の
う
え
、

公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
公
聴
会
は
、
公
述
申
出

人
が
い
る
場
合
に
の
み
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

公
聴
会
日
時
・
会
場

10
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

市
役
所
４
階 
第
２
会
議
室

都
市
計
画
素
案
の
閲
覧
と
公
述
申
出

書
の
提
出

10
月
11
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

市
役
所 

都
市
計
画
課
ま
た
は
茨
城

県 

都
市
計
画
課

※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

公
述
申
出
方
法　

都
市
計
画
の
内

容
に
対
し
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

る
こ
と
を
希
望
す
る
方
は
、
提
出
期

間
内
に
次
の
場
所
に
申
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可 

19
日
必
着
）

※
申
出
書
様
式
は
、
市
役
所 

都
市

計
画
課
に
あ
り
ま
す
。

●
提
出
先

◎
都
市
計
画
道
路
（
茨
城
県
決
定
）

〒
３
１
０-

８
５
５
５　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６　

茨
城
県
知
事　

橋
本 

昌
あ
て
（
都

市
計
画
課
扱
い
）

◎
特
別
用
途
地
区
・
用
途
地
域
（
石

岡
市
決
定
）

〒
３
１
５-

０
０
０
１　

石
岡
市
石
岡
１-

１-

１　

石
岡
市
長　

横
田
凱
夫
あ
て
（
都
市

計
画
課
扱
い
）

■
都
市
計
画
素
案
の
内
容

①
都
市
計
画
道
路
の
変
更

　

駅
前
・
東
ノ
辻
線
の
幅
員
を

　

25
ⅿ
⇩
17
ⅿ
へ

②
特
別
用
途
地
区
の
決
定

　

Ｃ
２
地
区
、
Ｄ
地
区
に

　
「
地
域
共
生
型
工
業
地
区
」
を
新
設

変
更
後

変
更
前

Ａ地区

第
二
種

　
　

住
居
地
域

・
第
一
種
低
層

　

住
居
専
用
地
域

・
第
一
種

　

住
居
地
域

・
工
業
地
域

Ｂ地区

第
一
種

　
　

住
居
地
域

・
第
一
種
低
層

　

住
居
専
用
地
域

・
工
業
地
域

Ｃ－１地区

・
第
二
種
中
高
層　

　

住
居
専
用
地
域

Ｃ－２地区

準
工
業
地
域

・
第
二
種
中
高
層　

　

住
居
専
用
地
域

・
第
二
種

　

住
居
地
域

Ｄ地区

・
第
一
種
低
層

　

住
居
専
用
地
域

・
第
二
種

　

住
居
地
域

・
準
住
居
地
域

Ｅ－１地区

近
隣
商
業
地
域

・
第
一
種

　

住
居
地
域

・
第
二
種

　

住
居
地
域

・
準
住
居
地
域

Ｅ－２地区

準
住
居
地
域

・
第
二
種

　

住
居
地
域

③
用
途
地
域
の
変
更

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
９
８
）

茨
城
県 

都
市
計
画
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
４
５
８
８

 都市計画見直し地区

３　広報いしおか　№４８



生涯学習だより　No. ５

いきいきのびのび生涯学習情報
　市では、さまざまな講座を用意しています。
　皆さんの生きがいづくりのために、ぜひ参加くだ
　さい。

事業名･教室名 開　催　日 対　象 問い合わせ

子育て相談室 10 月～ 3 月
第 1 ･ 2 火曜日

0 歳～ 3 歳
の乳幼児

石岡保健
センターマタニティー

スクール

10 月 1 ･ 15 日
11 月 5 ･ 12 ･ 19 日
12 月 17 日
1 月 7 ･ 21 ･ 28 日
2 月 4 ･ 18 日
3 月 24 日

妊婦と
その家族

子育て相談室 毎月第 1 水曜日 0歳～3歳の
乳幼児と保護者

八郷保健
センター

マタニティースクール 12 月 3 ･ 10 日
3 月 3 ･ 10 日

妊婦と
その夫 20 名

ピカピカ
歯みがき教室 12 月 4 日

2 歳 6 か月～
就学前の子ども

50 名

パパママ教室 2 月 9 日（予定） 妊婦とその夫
15組

《子育て》

事業名･教室名 開　催　日 対　象 問い合わせ

子ども会スキー教室 3 月上旬 小学 6 年生
80 名

生涯
学習課

秋季市民
サイクリング大会 10 月 27 日

小学3年生以
上～一般男女

40 名

スポーツ
振興課

少年少女
テニス教室

11 月 3 ･ 4 ･ 10 ･ 11
17･18･23日（予定）

小学4年生～
6年生      70 名

石岡市
親善武道大会 12 月 9 日（予定）

市内小学生、
近郊在住者

300 名
少年少女

スキー教室 1 月 5 日～ 6 日 小学5･6年生
　80 名

ソフトエアロビクス
教室 1 月～ 2 月（予定）

市内在住･
在勤の 18 歳
以上　30 名

第1回石岡つくばね
マラソン 2 月 17 日

小学 3 年生
～一般男女

1700 名

市民綱引大会 3 月上旬（予定）
小学 4 年生
～一般男女

200 名
石岡小学校屋内
温水プール開放 通年 市民

入場制限あり

B&G
体験クルーズ 3 月下旬（予定）

小学 4 年生
～中学生

2 名
海洋センター

アリーナ･トレー
ニングルーム開放

通年 市民
入場制限あり

【事業の問い合わせ】
石岡市役所　　　　23-1111
八郷総合支所　　　43-1111
石岡保健センター　24-1386
八郷保健センター　43-6655
児童センター　　　26-3678
児童館　　　　　　22-3858
中央図書館　　　　24-1507

スポーツ振興課　　26-7210
常陸風土記の丘　　23-3888
フラワーパーク　　42-2111
まちかど情報センター
　　　　　　　　　27-5171
旭台会館　　　　　26-1366

事業名･教室名 開　催　日 対　象 問い合わせ

心の健康相談 毎月第 3 月曜日 一般
予約制 石岡保健

センター
健康相談 10 月 13 日～ 14

日 一般

さわやか健康クラブ
はじめてコース 第 1 月曜日 初級者

30 名

八郷保健
センター

さわやか健康クラブ
はつらつ･メタボリック

コース
第 4 水曜日 中級者

30 名

骨粗鬆症予防教室 未定 検診受診者
及び希望者

血糖値の気になる
方の勉強会 未定

血糖値の高い方
及び希望者 20 名

心と体の健康相談
～おしゃべり交流会～ 毎週水曜日 一般

50 名
まちかど情
報センター

《健　康》

《スポーツ》

《親子行事》
事業名･教室名 開　催　日 対　象 問い合わせ

ちびっこ広場 第1･2･3月曜日
1歳3か月以上

の幼児と
保護者 20 組

児童
センターにこにこ広場 第1･2･3金曜日

2 歳 6 か月
以上の幼児と
保護者 18 組

わいわいビクス 水曜日 ( 月 3 回 ) 2 歳児以上の
母子 15 組

わんにゃんキッズ
（親子育児サークル）毎週火曜日 未就園児の

親子 20 組
まちかど情
報センター

ファミリー運動会 10 月中旬 一般
児童館

なかよしルーム 第1･2・3水曜日 満 1 歳以上
の幼児と親

事業名･教室名 開　催　日 対　象 問い合わせ

法律相談 毎月第 1･2･3･4
火曜日（第1は総合支所）

市民 1 日 7 名
（要予約）

秘書広聴課

登記相談 11 月 中央公民館
1 ･ 3 月 市役所
いずれも第２金曜日

市民
行政相談

市民相談 閉庁日を除く毎日

人権相談 11 月 22 日

女性のための
困りごと相談

毎週木曜日
市役所相談室 一般

各回 2 名
（要予約）

企画課
毎月第 4 火曜日
中央公民館

《相　談》

平成 19 年度後期平成 19 年度後期

広報いしおか　№４８　４



事業名･教室名 開　催　日 対　象 問い合わせ

市民史跡めぐり 12 月上旬

市民

文化
振興課

石岡市文化祭 10 月 7 日～
　11 月 14 日

郷土芸能まつり
（八郷ふれあいまつり）10 月 21 日

企 画 展 11 月 3 日～ 7 日

おしゃべり
コンサート 11 月 17 日 一般

600 名

石岡市美術展 11 月 14 日～ 18 日 一般・市民

芸能祭 12 月 2 日 一般
600 名

秋バラまつり 9 月 15 日～
　11 月 13 日

入園者 フラワー
パーク

シクラメンまつり 11 月 24 日～
　12 月 2 日

冬バラまつり 1 月 2 日～ 20 日

春を呼ぶ
福寿草まつり 2 月 2 日～ 17 日

春の花まつり 3 月 8 日～ 30 日

いしおかフォト
コンテスト 開催中

一般

常陸風土記
の丘

市内小学生絵画コン
クール　入賞作品展 9月下旬～10月上旬

菊まつり 10 月 20 日～
　11 月 25 日

ならせ餅展示 1 月中旬

八郷ふれあいまつり 10 月 21 日
八郷総合支所 

総務課

消費生活展

10 月 13 日～ 14 日

市民
生活課

石岡市産業祭 商工
観光課

米まつり
農政課

そばまつり 11 月下旬

映画会 毎月 1 回 児童
センター児童センターまつり 10 月 13 日

豆まき集会 2 月 1 日 小学生
20 名 児童館

お別れ会 3 月下旬

まちかど音楽祭 毎月第 4 日曜日 一般
100 名

まちかど情
報センター高校生の作品展 12 月実施予定 一般

ふるさと発見
フォーラム 3 月実施予定 一般

100 名
石子連「子ども
フェスティバル」 10 月 21 日 子ども会会

員･育成者

生涯
学習課

「家庭の日」
図画コンクール 12 月～ 1 月（募集）市内児童･生徒

「家庭の日」
図画展示 1 月下旬～ 2 月中旬 一般

生涯学習の集い
中央大会 2 月 9 日 ( 予定 ) 一般

600 名

冬休み映画会 未定 幼児･児童
100 名

中央
図書館春休み映画会 未定

《イベント》
事業名･教室名 開　催　日 対　象 問い合わせ
こけ玉の作り方

体験教室 10 月 7 ･ 8 日 入園者
20 名

フラワー
パーク

クリスマスローズ
の手入れ教室 10 月 14 日 入園者

フラワーアレンジ
メント教室 11 月 11 日 入園者

100 名
鉢花の冬越しの

仕方教室 11 月 11 日 入園者

繭クラフト教室 11 月 25 日 入園者 
20 名

シクラメンの
手入れ教室 12 月 2 日 入園者

お正月を飾る
寄せ植え作り 12 月 16 日

入園者
20 名凧作り凧揚げ

教室 1 月 6 日

バラの剪定の仕方
体験教室 1 月 13 日

入園者
福寿草の

楽しみ方教室 2 月 10 日

春植え球根、草花の
種まきの仕方教室 3 月 9 日

書き初め教室 1 月

小学生
20 名

児童
センター

クリスマス会 12 月下旬
児童館バレンタイン

チョコづくり 2 月中旬

おはなしなあに
（読みきかせ会） 毎月第 2 土曜日 幼児～中学生

30 名

まちかど情
報センター

ちりめん小物 第 1 ～ 3 土曜日 一般 20 名

折り紙交流会 毎月第 4 土曜日 幼児～一般
20 名

介護学習会 2 か月に 1 回 一般 30 名

公開講座「市街地活
性化のための講演会」 2 月 一般

100 名

さわやかハーモニー
セミナー

（移動セミナー）
11 月 17 日 一般

30 名 企画課

しめ飾り教室 11 月下旬 一般 20 名

常陸風土記
の丘

ミニ門松つくり
教室 12 月上旬 一般

30 名

陶芸教室  1 月下旬（3 回） 一般 60 名

きのこ原木教室
(なめこ･しいたけ) 2 月 一般

80 名

そば打ち体験 11 月～ 3 月 (5 回 ) 一般

生け花講習会
クリスマス編 12 月 13 日

一般
10 名 旭台会館

生け花講習会
新春への夢お正月編 12 月 27 日

歴史の里
市民講師制度 通年

市内在住・在
勤者・市内学
校の在籍者
(5 名以上の
グループ )

生涯
学習課

石岡市まちづくり
出前講座 通年

市内在住者
(5 名以上の
グループ )

講演「歴史と文学ー
時代小説の楽しみ方ー」10 月 13 日 一般

120 名
中央

図書館講座
「短歌を作ろう
ー短歌入門ー」

11 月 8 ･ 22 日
12 月 6 ･ 20 日
1 月 10 ･ 24 日

一般
20 名

《各種講座》
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８
月
４
日
、
夕

方
５
時
30
分
か
ら

「
第
31
回
納
涼
市

民
盆
踊
り
大
会
」

が
、
い
し
お
か
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
台
風

の
余
波
に
よ
る
雨

が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
影
響

まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

「
納
涼
市
民
盆
踊
り
大
会
」に

１
０
０
０
人
が
来
場

▲盆踊りを楽しむ人たちと「ハッスル黄門」

甦
る
平
安
絵
巻

　
　
『
大
賀
ハ
ス
観
蓮
会
』
が
開
催
！

　

常
陸
風
土
記
の
丘
で
、
８
月
５
日

大
賀
ハ
ス
の
観
蓮
会
が
行
わ
れ
、
早

朝
か
ら
多
く
の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ

ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

古
代
か
ら
甦
っ
た
大
賀
ハ
ス
が
、

色
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
の
花
を
見
事
に

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
大
杯
に
蓮
の
葉
や
花

び
ら
を
の
せ
、
注
い
だ
お
酒
を
飲
む

『
荷か

よ
う
は
い

葉
杯
』
や
、
蓮
の
葉
の
中
央
に
穴

を
空
け
、
注
い
だ
お
酒
を
茎
を
通
し

て
飲
む
『
碧へ

き
と
う
は
い

筒
杯
』、
花
を
眺
め
な
が

ら
の
野
だ
て
な
ど
、
平
安
の
気
分
を

存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
碧
筒
杯
」
を
楽
し
む
来
場
者

▲

法
務
局
の
「
証
明
書
交
付

窓
口
」
市
役
所
に
開
設
！

　

８
月
６
日
に
、
水
戸
地
方
法
務
局

土
浦
支
局
証
明
書
交
付
窓
口
が
市
役

所
１
階
に
開
設
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
５
月
６

日
に
水
戸
地
方
法
務
局
石
岡
出
張
所

が
、
土
浦
支
局
に
統
合
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
石
岡
市
や
石
岡
商
工
会
議

所
、
八
郷
商
工
会
な
ど
関
係
団
体
の

要
望
に
応
え
る
形
で
開
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
午
前
９
時
の
開
設
に
市

長
や
水
戸
地
方
法
務
局
長
ら
が
立
会

い
、
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

り
ま
し
た
。
開
設
を
待
っ
て
い
た
利

用
者
の
方
に
、
機
械
の
操
作
や
説
明

な
ど
職
員
が
丁
寧
に
応
対
し
て
い
ま

し
た
。

が
登
場
し
、
多
く
の
人
た
ち
と
一
緒

に
、
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会
に
よ

る
相
馬
盆
唄
や
、
石
岡
囃
子
連
合
保

存
会
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
、
盆
踊

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
最
後
に
行
わ
れ
た

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
当

た
り
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、

一
喜
一
憂
す
る
声
が
会
場
内
に
響
い

て
い
ま
し
た
。

も
な
く
「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」

が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
、
子
ど
も
た

ち
や
、
家
族
連
れ
な
ど
約
１
０
０
０

人
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ち
び
っ
子
輪
投
げ

大
会
や
子
ど
も
ス
イ
カ
割
り
大
会

な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
」
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー『
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
』

　

証
明
書
交
付
窓
口
で
は
、
不
動
産
登
記

の
全
部
事
項
・
現
在
事
項
証
明
書
や
法
人

の
印
鑑
証
明
書
な
ど
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▲

広報いしおか　№４８　６



語
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
大
会
」
で
、
八
郷
南
中
２
年
の
櫻

井
冬
佳
さ
ん
が
、
見
事
県
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
決
め
ら
れ
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
英
語
で
話
し
合
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
競
う
も

の
で
す
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
最
終
ラ
ウ
ン
ド
で

「
私
の
好
き
な
こ
と
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、「
好
き
な
こ
と
の
一
つ
は
、

英
語
を
話
す
こ
と
で
、
授
業
中
、
友

だ
ち
や
先
生
と
英
語
で
話
す
こ
と
が

大
好
き
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

幹
部
講
習
会  

龍
神
の
森
で

１
０
５
名
が
キ
ャ
ン
プ

　

夏
の
定
番
と
な
っ
た
石
岡
市
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
（
松
金
美
土
里
会

長
）
の
主
催
に
よ
る
「
第
48
回
幹
部

講
習
会
」が
、石
岡
市
龍
神
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
で
市
内
の
小
学
校
５
・
６
年

生
を
対
象
に
２
期
に
分
け
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
共
同
生
活
の
中
で
、
集

団
生
活
の
楽
し
さ
や
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、
規
律
・
協
力
・
奉
仕
の
心

を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、１
・
２

期
合
わ
せ
て
１
０
５
名
の
児
童
が
参

加
し
、
テ
ン
ト
設
営
や
飯
ご
う
炊
飯

の
仕
方
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の

仕
方
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
龍
神
の
森

を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
い
う
わ
ず
か
な
期
間
で

し
た
が
、参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、

日
常
生
活
か
ら
離
れ
、
互
い
に
協
力

し
合
っ
て
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▼テント設営の様子

英
語
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
八
郷
南
中
の

櫻
井
冬
佳
さ
ん　

県
知
事
賞
受
賞

　

８
月
22
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
19
年
度　

英 ▲英語で話し合いをする櫻井さん（写真右）

38
名
が
３
級
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
修
了
！

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
「
い
き
い

き
３
級
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
」
の
閉

講
式
が
、
８
月
30
日
ひ
ま
わ
り
の
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
中
学
生
と
概

お
お
むね

60

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
行
わ
れ
、
今

年
は
38
名
（
う
ち
24
名
が
中
学
生
）

が
新
た
な
福
祉
の
担
い
手
と
し
て

修
了
証
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
4.5
人
に
一
人
が
65
歳
以

▲修了証書を手にした皆さん

「
ほ
ー
ぃ
ほ
ぃ
」

　
　

真
家
み
た
ま
お
ど
り
が
厳
お
ご
そか
に

　

８
月
15
日
、真
家
地
区
で「
ほ
ー
ぃ

ほ
ぃ
」
の
声
と
と
も
に
入
場
し
た
踊

り
子
に
よ
り
、
祖
先
の
御
霊
を
弔
う

「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」
が
今
年
も

新
盆
を
迎
え
た
家
や
寺
院
で
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
一
つ
で
あ
る
全
龍
寺
に

は
、
市
内
で
唯
一
、
国
選
択
と
な
っ

て
い
る
民
俗
芸
能
を
一
目
見
よ
う
と

県
内
各
地
か
ら
訪
れ
た
カ
メ
ラ
マ
ン

や
観
光
客
、
地
元
の
人
た
ち
が
大
勢

訪
れ
ま
し
た
。見
物
客
の
見
守
る
中
、

独
特
の
拍
子
に
乗
り
、
約
八
百
年
の

間
守
り
継
が
れ
て
き
た
厳
か
な
舞
が

披
露
さ
れ
る
と
、
皆
さ
ん
か
ら
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
真
家
巌

い
わ
お

会
長
は
、

「
年
々
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
そ

の
伝
承
が
危き

ぐ惧
さ
れ
ま
す
が
、
若
い

会
員
も
少
し
ず
つ
で
す
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
守
り
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

上
。
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

む
中
、
ヘ
ル
パ
ー
修
了
者
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲全龍寺でのみたまおどりの様子
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関
川
地
区
に
大
人
形
が
設
置

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
開
催中

学
２
年
生
が

広
報
紙
づ
く
り
に
挑
戦

　

８
月
５
日
「
第
２

回
石
岡
市
消
防
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会
」

が
、
県
畜
産
試
験
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
猛
暑
の
中
で

競
技
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
が
、
途
中
雷
雨

で
競
技
を
中
断
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
分
団

は
、
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
に
15
個
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
３
個
の
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
団
が
、
号
令
に
あ
わ
せ
て
車
両
に

乗
車
し
、
想
定
し
た
火
災
現
場
で
ポ

ン
プ
を
機
敏
な
動
き
で
操
作
す
る
な

ど
、練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
は
「
第
15
分
団
１
部
（
瓦
会
）」、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
「
第
16
分
団
４
部

（
園
部
）」
で
、
こ
の
２
チ
ー
ム
は
、
10

月
20
日
開
催
予
定
の
「
第
58
回
茨
城
県

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
新
治
地
区
大

会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
で
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

▲ 競技中の様子

　

市
内
の
中

学
校
で
は
、

２
年
生
を
対

象
に
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
一

環
と
し
て
、

実
際
の
職
場

で
の
勤
労
体

験
を
通
し
て

広
く
職
業
観

を
養
う
こ
と

▲発掘現場で担当者に話を聴く来田さん

　

今
年
も
市
内
関
川
地
区
の
代

だ
い

田だ

、

梶か
じ
わ
ざ
き

和
崎
、
古ふ

る
さ
き酒
、
長

ち
ょ
う
じ
ゃ
み
ね

者
峰
の
４
地
区

で
、
８
月
16
日
（
梶
和
崎
は
、
８
月

の
第
１
日
曜
日
）
に
、
大
人
形
づ
く

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
形
は
、
藁わ

ら

で
作
っ
た
土

台
を
杉
の
葉
で
飾
り
、
恐
ろ
し

い
形
相
の
面
を
取
り
付
け
ま

す
。
腰
に
は
刀
を
差
し
、
手
に

は
槍
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

代
田
は
、
ス
ッ
キ
リ
し
た

顔
立
ち
の
大
人
形
で
、
関
川

地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

50
ｍ
程
先
の
左
側
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
市
の
指
定
文
化

財
（
無
形
民
俗
文
化
財
）
に

な
っ
て
い
ま
す
。
梶
和
崎
は

赤
く
て
大
き
な
顔
が
特
徴
的

で
、
井
関
台
田
公
民
館
か
ら
約

４
０
０
ｍ
先
の
左
側
に
立
っ

て
い
ま
す
。
古
酒
は
、
仲
郷

公
民
館
か
ら
１
０
０
ｍ
程
先

の
左
側
に
設
置
さ
れ
、
白
い

顔
に
が
っ
し
り
と
し
た
体
型

で
す
。
長
者
峰
は
長
者
峰
バ

ス
停
の
５
０
０
ｍ
程
先
の
丘

の
入
口
の
右
側
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
４
地
区
の
な
か
で

一
番
背
が
高
い
人
形
で
す
。

　

ど
の
大
人
形
も
個
性
的
な

▲代田地区▲梶和崎地区▲古酒地区▲長者峰地区

まちの話題・できごと

を
目
的
と
し
、
職
場
体
験
学
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
園
部
中
２

年
の
来
田
敦
子
さ
ん
が
、
８
月
22
・

23
日
の
両
日
、
市
役
所
秘
書
広
聴
課

で
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
担
当
者
か
ら
取
材
の
仕

方
や
カ
メ
ラ
の
使
い
方
な
ど
の
説
明

を
受
け
て
か
ら
、早
速
「
梨
の
選
果
場
」

と
「
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
発
掘

現
場
」を
取
材
し
ま
し
た
。
二
日
目
は
、

前
日
の
取
材
を
も
と
に
、
実
際
に
広
報

紙
の
原
稿
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

取
材
当
日
は
35
度
を
超
す
猛
暑
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
田
さ
ん
は
、

取
材
先
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
準
備

し
た
取
材
メ
モ
に
基
づ
い
て
、
本
物

の
記
者
さ
な
が
ら
に
様
々
な
質
問
を

投
げ
か
け
た
り
し
て
、
熱
心
に
取
材

を
し
て
い
ま
し
た
。

顔
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

一
年
間
、
地
区
の
境
で
睨に

ら

み
を
き
か

し
災
厄
か
ら
守
り
ま
す
。
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新
石
岡
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
竣
工
！

　

８
月
29
日
、
市
立
石
岡
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
市

長
を
は
じ
め
市
議
会
議
長
、
鈴
木
県

議
、
教
育
長
ら
７
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
２
階
建
て

で
、
延
床
面
積
は
約
２
４
２
５
㎡
、
調

理
方
式
は
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
が

採
用
さ
れ
、
１
日
当
た
り
５
０
０
０

食
の
調
理
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

竣
工
式
に
あ
た
り
市
長
は
「
新
し

い
セ
ン
タ
ー
は
、
更
に
安
全
で
質
の

高
い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
給
食
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
よ
り

お
い
し
い
、
わ
く
わ
く
す
る
給
食
作

り
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
か
ら
、
新
し
い
セ
ン

タ
ー
で
調
理
し
た
給
食
が
、
子
ど
も

た
ち
の
も
と
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

▲センター入口でのテープカットの様子

八
郷
硯け

ん
ゆ
う
か
い

友
会
書
展
が

開
催

　

第
18
回
石
岡
市
八
郷
硯
友
会
（
秋

山
孤
石
会
長
）
の
書
展
が
８
月
19
日

か
ら
25
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
１
階

ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
書
展
に
は
、
書
道
を
愛
す
る
市

内
の
各
会
派
で
結
成
さ
れ
た
八
郷
硯
友

会
会
員
の
作
品
と
、
小
中
学
生
の
作
品

約
３
０
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲作品を鑑賞している人たち

永
年
功
労
に
よ
り
統
計
調
査
員
が
表
彰

　

８
月
２
日
に
石
岡
市
統
計
大
会
が

開
催
さ
れ
、
統
計
調
査
員
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
功
労
さ
れ
た
方
に
岡
﨑

会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

★
統
計
協
議
会
会
長
表
彰

　

永
年
勤
続
40
年
表
彰

　
　

植
竹　

公
（
上
曽
）

交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

善
意
の
寄
付

　

石
岡
地
区
交
通
安
全
対
策
推
進
協

議
会
の
交
通
遺
児
育
英
基
金
に
、
石

岡
市
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
友
の
会
連
合

会
石
岡
東
支
部（
小
貫
妙
子
支
部
長
）

か
ら
５
万
円
が
、
オ
カ
ダ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
同
好
会
（
日
野
あ

き
ら
会
長
）
か
ら
「
第
６
回
交
通
安

全
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

の
収
益
金
３
万
７
３
６
７
円
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
通
遺
児
育
英
基
金
は
、
交

通
事
故
で
親
を
亡
く
し
た
石
岡
地
区

の
子
ど
も
た
ち
の
育
英
資
金
と
し
て

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

▼オカダミュージックスタジオ同好会
の皆さん

▲石岡市女性ドライバー友の会連合会
石岡東支部の皆さん

　
　

野
村　

實
（
小
倉
）

　

永
年
勤
続
20
年
表
彰

　
　

井
坂　

弘
（
東
大
橋
）

★
石
岡
市
長
表
彰

　
　

稲
田　

稔
（
柿
岡
）

　
　

小
林　

正
明
（
須
釜
）

　
　

藤
岡　

吉
郎
（
太
田
）

　
　

鈴
木　

福
男
（
下
林
）

　
　

関　
　

甫
也
（
柴
内
）

賑
や
か
に
納
涼
祭
が

開
催

　

９
月
１
日
、
八
郷
商
工
会
青
年
部

主
催
の
納
涼
祭
が
、
八
郷
総
合
支
所
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

夏
休
み
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
開
園
時
間
の
午
後
６
時
30

分
に
は
、
祭
り
を
楽
し
み
に
訪
れ
た
子

ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
抽
選
会
や
柿
岡
祇
園

ば
や
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
商
工
会
青

年
部
や
女
性
部
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

模
擬
店
も
出
店
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
を
締
め
く
く
る
ナ

イ
ア
ガ
ラ
の
滝
と
呼
ば
れ
る
花
火

が
点
火
さ
れ
る
と
、
会
場
は
光
の

シ
ャ
ワ
ー
に
包
ま
れ
、
観
客
か
ら
は

「
わ
ー
、
す
ご
い
」
な
ど
の
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

▲ナイアガラの滝の花火を楽しむ人たち
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市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅

心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
を
対
象
に
、

野
外
研
修
「
り
ん
ご
狩
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
の
在
宅
者
で
、
20

歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
所
持
者
と
そ
の
家
族

日
時　

10
月
28
日
（
日
）

※
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
参
加

者
へ
郵
送
し
ま
す
。

場
所　

姫
ヶ
滝
り
ん
ご
園
（
久
慈
郡

大
子
町
川
山
１
１
５
０
）

※
市
公
用
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
費　

一
人 

５
０
０
円

定
員　

90
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

※
６
歳
未
満
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、

情報　ネットワーク

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募　

集

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

対
象
者　

平
成
19
年
10
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
難
病
患
者

の
方
（
一
般
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

業
対
象
疾
患
、
本
年
度
45
疾
患
）

※
対
象
と
な
る
疾
患
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
額　

一
人
に
つ
き
年
額
３
万
円

申
請
期
間　

10
月
31
日
（
水
）
ま
で 

土
・
日
・
祝
日
は
除
く

※
期
間
中
に
申
請
さ
れ
な
い
場
合

は
、
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類

①
石
岡
市
難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
支

給
認
定
申
請
書（
市
役
所
に
あ
り
ま
す
）

②
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　

東
幼
稚
園
で
は
、
未
就
学
児
と
保

護
者
が
園
児
と
と
も
に
気
軽
に
あ
そ

び
、
ふ
れ
あ
い
、
子
育
て
に
関
す
る

経
験
を
分
か
ち
合
う
場
と
し
て
「
わ

く
わ
く
か
る
が
も
デ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
そ
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

10
月
12
日
（
金
）・
11
月
14

日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
時
間
内
は
自
由
に
見
学
・
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所　

市
立
東
幼
稚
園
（
石
岡
市
東

大
橋
１
６
１
０-

１
）

※
車
は
で
き
る
だ
け
乗
り
合
い
で
お

ね
が
い
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
・

お
子
様
の
上
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
か
る
が
も
デ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
立
東
幼
稚
園

☎
２
６
・
２
３
１
２

若
年
者
就
職
基
礎
能
力

養
成
講
座

　

県
で
は
、「
企
業
が
採
用
で
重
視

す
る
能
力
」
を
身
に
つ
け
る
６
日
間

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

11
月
６
・
７
・
８
・
９
・
12
・

13
日
の
６
日
間

場
所　

土
浦
合
同
庁
舎 

会
議
室（
土

浦
市
真
鍋
５-

17-

26
）

内
容　

厚
生
労
働
省
が
認
定
し
て
い

る
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ-

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
若
年

者
就
職
基
礎
能
力
支
援
事
業
）」
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
習
し
ま
す
。
受

講
後
も
、
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
）・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
就
職
決
定
ま
で
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

35
歳
未
満
の
若
年
者
（
学

生
は
対
象
外
で
す
）

定
員　

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

申
込
締
切　

10
月
22
日
（
月
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
４
５

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん
な
ん

☎
０
２
９
・
８
２
５
・
２
８
２
２

障
害
者
野
外
研
修

「
り
ん
ご
狩
り
」

　
　

参
加
者
募
集

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

集
合
場
所　

市
役
所
ま
た
は
石
岡
市

農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

ＦＡＸ
２
２
・
２
４
４
０

難
病
患
者
に
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

（
写
）、
特
定
疾
患
登
録
者
証
（
写
）、

疾
病
を
証
す
る
医
師
の
診
断
書
の
い

ず
れ
か
ひ
と
つ

③
申
請
者
が
保
護
者
の
場
合
は
、
保

護
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

（
15
歳
未
満
の
方
が
申
請
す
る
場
合
）

④
印
鑑　

⑤
見
舞
金
振
込
先
の
預
金
通
帳
（
郵

便
局
を
除
く
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
２
・
１
８
３
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
３
３
）

行
政
書
士
会

　
　
　

無
料
相
談
会

　

茨
城
県
行
政
書
士
会
で
は
、
10
月

の
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
に
と
も

な
い
、無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　

石
岡
市
民
会
館 

第
４
会
議
室

相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
法
人
設

立
、
営
業
許
可
、
農
地
転
用
許
可
、

帰
化
、
永
住
、
在
留
資
格
変
更
、
交

通
事
故
、
権
利
義
務
、
事
実
証
明
に

関
す
る
こ
と
な
ど
。

問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
９
・
３
０
５
・
３
７
３
１
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10
月
は
「
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
」
で
す

　

社
員
を
守
る
の
は
、
社
長
の
責
任

で
あ
り
、社
会
の
義
務
で
す
。
社
員
、

従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
る
会
社
は
、
す
ぐ
に
労
働

保
険
（
労
災
・
雇
用
）
に
加
入
を
！

労
災
保
険
制
度
と
は
…
…
業
務
上
の

事
由
ま
た
は
通
勤
に
よ
っ
て
負
傷
し

た
り
、
死
亡
し
た
場
合
に
、
被
災
労

働
者
や
遺
族
を
保
護
す
る
た
め
に
必

要
な
保
険
・
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

雇
用
保
険
制
度
と
は
…
…
失
業
し
た

場
合
や
雇
用
の
継
続
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
に
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た

め
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

＊
加
入
手
続
き
は
、
茨
城
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

茨
城
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

☎
２
６
・
８
１
４
１

回
収
し
ま
す
！ 

あ
な
た

の
家
の
古
い
電
話
帳

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環
境

保
護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

「
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳

へ
」
の
考
え
の
も
と
、
古
い
電
話
帳

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
各
家

庭
に
11
月
中
に
届
け
ま
す
の
で
、
そ

の
際
に
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
渡

し
て
く
だ
さ
い
。
不
在
等
で
古
い
電

話
帳
を
回
収
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
・
５
０
６
・
３
０
９

青
少
年
と
大
人
の

演
劇
公
演
「
５
つ
の
物
語
」

　

県
南
地
域
の
高
校
３
校
と
大
人
の

２
劇
団
が
同
じ
舞
台
に
立
ち
、「
５
つ

の
物
語
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー 

文
化
ホ
ー
ル
（
牛
久
市
柏
田

１
６
０
６-

１
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

県
南
地
方
総
合
事
務
所 

県
民
生
活
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
０
２
６

小川街道踏切の交通規制

　　　県では、小川街道踏切（県道石岡つく
ば線）歩道新設工事を行うため、10 月 24
日から 12 月 20 日まで踏切内を通行止めに
します（歩行者・自転車等は迂回路を通行
できます）。また、踏切内は夜間工事となり、
騒音の発生が予想されます。工事期間中、大
変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力
をいただきますようお願いします。
問い合わせ　
　　土浦土木事務所 道路整備第２課
　　☎ 029-822-4344

平
成
20
年
度

新
入
学
児
童
健
康
診
断

　

来
年
４
月
に
、小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
を
対
象
に
、

各
小
学
校
ま
た
は
城
南
地
区
公
民
館
・
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
、
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆
該
当
者　

平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

【
受
付
時
間
・
実
施
日
・
学
校
名
】

◆
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

10
月
２
日
（
火
）
小
幡
小
学
校

10
月
３
日
（
水
）
小
桜
小
学
校

10
月
12
日
（
金
）
東
成
井
小
学
校

10
月
16
日
（
火
）
柿
岡
小
学
校

10
月
19
日
（
金
）
林
小
学
校

10
月
25
日
（
木
）
瓦
会
小
学
校

10
月
30
日
（
火
）
府
中
小
学
校

11
月
６
日
（
火
）
葦
穂
・
恋
瀬
・
吉
生
小
学
校

（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
）

11
月
14
日
（
水
）
高
浜
・
三
村
・
関
川
小
学
校

（
城
南
地
区
公
民
館
で
実
施
）

11
月
19
日
（
火
）
石
岡
小
学
校

11
月
29
日
（
木
）
園
部
小
学
校

11
月
30
日
（
金
）
北
小
学
校

◆
午
後
０
時
30
分
〜
１
時

11
月
９
日
（
金
）
南
小
学
校

11
月
27
日
（
火
）
東
小
学
校

11
月
28
日
（
水
）
杉
並
小
学
校

※
個
人
通
知
で
指
定
さ
れ
た
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
２
５
５
）

〜10月24日から12月20日まで〜

１１　広報いしおか　№４８

自動車等迂回路
（逆ルートも同様です）

工事箇所
（ＪＲ敷地内車両通行止め）

ＪＲ仮踏切設置箇所
（歩行者・自転車等迂回路）
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